
重点目標

中間評価 最終評価

発表の方法を工夫

「はっきりとした返
事・立つ・です」がで
きる児童の割合を９
０％以上にする。

Ａ Ａ

・引き続き、発達段階に応じた指導を充
実させるため、児童の実態を的確に把握
し必要な指導・支援をしていく。

自分の考えを発表
する機会の意図的
な設定

「話す」「発表する」
ことに意欲的に取り組
む児童の割合を９０％
以上にする。

B B

・様々な教育活動を通じて自己有用感や自己効力
感を高めていくとともに日頃から自身の考えを表
出する機会を意図的に設け、スモールステップで
自分の考えを伝えることの成功体験を積み重ねて
いく。

授業改善
問題解決的な学習
過程を重視した授
業実践

児童が「めあて」と
「振り返り」を意識し
て授業を受けている児
童の割合を９０％以上
にする。

B B

・肯定的に捉えている教員は9割以上を占めてい
るため、「めあて」の立て方や意識付けについ
て、児童と教員のギャップがある。単元のめあて
など何のためにこの学習活動を行っているかを意
識付ける方法を校内で研修を深める必要がある。

学習習慣の確立

定期的な家庭学習
による学習習慣の
定着

めやすとなる家庭学習
の時間や提出期限を守
れる児童を９０％にす
る。

B B

・学年間で宿題の量や内容を吟味すると
ともに、児童自らが量や内容を選べるな
ど指導の個別化や学習の個性化の視点を
視野に入れ、学習習慣の定着を図る。

読書活動の充実

定期的な朝読書や
読み聞かせを通じ
た、本に触れる機
会の設定

本に触れる機会を増や
し、多くの語彙や表現
を獲得するとともに文
章を読解する力を養
う。目標数値・・・８
０％

Ａ Ａ

・計画的な読書旬間の設定や意図的な読書の啓発
活動や保護者の協力を得て行うPTAの読み聞かせ
活動など様々な本に触れる機会を設けた結果、本
好きな児童が増えているため、引き続き、発達段
階に応じた興味・関心を引く本に触れる機会を整
えていく。

言語環境の整備

時と場に応じた言葉づ
かいに対する児童の肯
定的な自己評価の割合
を８０％以上にする。

B Ａ

・手本となる教員の言動が教育環境を左右することを忘
れず、ゲストティーチャーと関わる際や校外学習で接す
る方々への言葉づかいにも大切な機会と捉え、引き続き
指導を行っていく。

あいさつの励行
「あいさつ」に関する取組
に対して児童の肯定的な評
価を９０％以上にする。

B B

・挨拶の大切さや自身にとってよりよい人間関係
構築の第一歩であることを全校昼会や学級指導を
通じて伝えていくことで挨拶がこだまする学校を
目指す。

実践力の育成
「学校の決まりを守
る」児童（自己評価）
８０％を目指す。

Ａ Ａ

・「学校の決まりは何のために、誰のためにあるのか」
を学年の発達段階に応じて理解させるとともに、児童が
主体となって決まりを再考し、ブラッシュアップしてい
く校内体制を作っていく。

健康的な体作りや
体育授業の充実

体幹の強化…正しい姿
勢で座ることのできる
児童を９０％にする。

B B

・正しい姿勢で学習する利点を児童に理解させるととも
に、教員、保護者も正しい姿勢の模範となるよう継続的
に指導を行っていく。また、一人１台端末や器具などを
活用しながら姿勢保持について指導を行っていく。

食育の推進

給食指導を通して食育を推
進し、好き嫌いをしない
で、食べようとする児童を
80％にする。

B Ａ

・給食時の放送委員会からの献立等の紹介や各学
級の献立表の掲示を通じて食育の推進を引き続き
図っていく。

達成状況の指標　Ａ：　　90％～100％　　Ｂ　80％～90％　　Ｃ　～80％

・「本を読むことが好き」について概ね8割以
上の児童が肯定的に捉えている。また、約8割
の保護者が「図書室の整備や読書指導」につい
て本校の取組について肯定的に捉えている。

○自分
も友達
も大切
にする
子

◎正し
く判断
し行動
できる
子

豊かな言
語環境の
整備を進
める

思いやり
を大切に
する教育
の推進す
る

「特別の
教科道
徳」や
「生活指
導」の時
間の充実

・時と場に応じた言葉づかいについて、9割以
上の児童が肯定的な回答をしている。同じく、
保護者や教員においても、肯定的な回答が9割
近くを占めている。

・全ての学年において、8割以上、肯定的に捉えており、率先し
て挨拶していることが分かる。毎朝、当番の教員が校門前で登校
指導をする際、率先して挨拶をする姿が学校の良い雰囲気に繋
がっていることから肯定的な評価が高い。

・9割以上の児童が肯定的な回答をしている。
毎年、虎の巻を配布し家庭にも学校の決まりを
周知していることが肯定的な意見に繋がってい
る。

○体を
鍛え最
後まで
やりぬ
く子

健康への
関心と実
践力を高
める

体力の向
上を目指
す

・「授業中は、正しい姿勢で学習している」について、
児童の約8割が肯定的に捉えているが、保護者の回答で
は、5割が肯定的に捉えておらず、児童とのギャップが
ある。

・給食ステーションからの残菜率からも子供たちが給食をよく食
べていることが分かる。また、どの学年も肯定的に回答している
児童が8割を超えており、給食指導を通して、バランスよく食事
をしていることが分かる。

○よく
考え進
んで学
ぶ子

確かな学
力の向上
を目指す

学習規律の確立
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学校教育目標
〇よく考え進んで学ぶ子　○自分も友達も大切にする子

　◎正しく判断し行動できる子　○体を鍛え最後までやりぬく子 ◎正しく判断し行動できる子

学校教育目標 中期的目標 短期的目標 具体的な方策 評　価　指　標 分　　析 改　善　策 学校関係者評価

・日頃から子供たちは挨拶をしっかりで
きていると思う。
・校内ですれ違ったときに挨拶してくる
子が少ない気がする。
・職員室に児童が入るときに挨拶がしっ
かりできている子が多い。
・職員室に入る際の言葉について、何を
どのように言ったらよいか分かるように
掲示してあるのでどの子にとってもよい
工夫だと思う。
・廊下を走る子はおらず、落ち着いて廊
下を歩いている。

・背中が丸くなっていたり、斜め
に座っている子もいる。
・給食の残菜率からよく食べてい
ることが分かる。

・全学年概ね児童の自己評価は９０％を達成し
ており、発達段階に応じた指導がなされ発表の
方法が定着していることが分かる。

・「学級での話合いで自分の意見を伝えている」と肯定的に捉え
ている児童は、約７割であった。「自分の意見がうまく伝わらな
い時、言葉や言い方を変えようとしている」について、肯定的に
捉えている児童は約８割おり、意欲的に発表ができなくても、伝
え方を工夫してよりよく伝えようとしている児童が１割いること
が分かる。

・「めあて」について学年によって異なるが肯定的に捉えている
全児童の割合は、67.4％と低い。「振り返り」でできるように
なったことを「振り返り」で意識している児童は全体の82.5％と
前者に比べて高い。このことから、何のためにこれから授業を
行っていくのか目的意識について3割の児童が理解できていない
ことが要因として挙げられる。

・8割以上の児童が肯定的な回答をしている。
しかし、教員の認識は7割だったことから、児
童と教員との間にややずれがある。家庭学習の
習慣確立のために今後も対策が必要である。

・返事ができている子が多い
・「です」や返事を低学年の子も
しっかり言えている。
・自発的に発表している子が行事
等でよく伝わってくる。
・率先して発表できる子と発表が
苦手でも次の子へパスができる安
心した教室環境が整っていてよ
い。
・大きな声やはっきりした口調で
発表できる子が限られている気が
する。
・めあてや振り返りについて、意
味や意義をどれだけの児童が理解
しているのかと思う。
・子供たちの言葉を聞いていると
語彙力が高く、表現力があると思
う。
・図書室周辺に児童のおすすめが
掲示してあり、とても目を引く。
大人も読んでみたいなと思うくら
い絵や文章が上手であった。


